	笑顔溢れる子ども育成事業（研修）報告書並びに決算書について
	協　議
	　


 
	●
	事業名
	：
	笑顔溢れる子ども育成事業（研修）　　


 
	●
	会議・委員会
	：
	未来にひっ跳べキッズスマイル委員会


 
	●
	担当副理事長名
	：
	副理事長
	：
	橋　正貴
	●
	確認日
	：
	２０１８年１０月１５日

	●
	議長・委員長名
	：
	委員長
	：
	東井上　陽平
	●
	確認日
	：
	２０１８年１０月１５日

	●
	文書作成者名
	：
	副委員長
	：
	犬童　和也
	●
	作成日時
	：
	２０１８年１０月１５日
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	１．
	事業実施に至る背景



	現代の日本は、薩摩の偉人たちの夢に向かう強い信念により世界に負けない近代国家を創り上げられました。しかし、明治維新より１５０年の時を経て、子供たちの環境は当時より大きな変貌を遂げ、現代の子どもたちは当時の薩摩の偉人と比べると夢を描き強い信念をもって自分の道を切り開く力が衰えています。子育て世代の大人として、薩摩の偉人たちが、成し遂げた偉業を見つめ直し、敬意を払う中で、この地域の輝かしい未来を切り拓く強い信念をもった笑顔溢れる子どもたちを育む力が必要です。



	２．
	事業の対象者



	対外対象者：霧島市・姶良市・湧水町に在住の指導者を中心とした市町民

	対内対象者：公益社団法人霧島青年会議所全会員



	３．
	事業目的　（対外）



	子どもたちに夢と希望にむかって、強い信念をもつ大切さを伝えることのできる大人になることを目的とします。



	４．
	事業目的　（対内）



	強い信念をもった笑顔溢れる子どもたちを育むことのできる大人になることを目的とします。
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	１．
	実施日時



	（計画）
日時　　　　　　　　　２０１８年７月１５日（日）
受付　　　　　　　　　１３：００～
開始　　　　　　　　　１３：３０～　　１６：３０終了
（実施）
日時　　　　　　　　　２０１８年７月１５日（日）
受付　　　　　　　　　１３：００～
開始　　　　　　　　　１３：３０～　　１６：３４終了




	２．
	実施場所・会場



	集合場所・講演会場】
名称：　サン・あもり　　大研修室
住所：　鹿児島県霧島市隼人町見次1371
TEL：　 ０９９５-４３-３３７３




	３．
	参加員数計画並びに参加推進方法



	（計画）
【内部】
正 会 員　　４２名
仮 会 員　　　１名
特別会員　　 １名
計　　　　　　４４名

【外部】
霧島市・姶良市・湧水町に在住の指導者・市町民　　　　　　　　５０名

　　計　　９４名
　
外部参加者　選定理由並びに想定

（実施）
【内部】
正 会 員　　　２２名
仮 会 員　　　　１名
特別会員　　 　１名

計　　　　　　　　２４名　　　参加率５２％

【外部】
霧島市・姶良市・湧水町に在住の指導者・市町民　　　　　　　　９名　

　　計　　３３名


参加促進方法
【外部】
・ＳＮＳ・ラジオでの周知を行い事業の存在を認知してもらいます。
・学童クラブ連絡会へ依頼し、各学童クラブ・保護者・役員の方々の参加促進を図ります。
・教育委員会、市PTA連絡協議会への協力依頼を行い広く周知頂くと同時に参加を求めて参ります。

【内部】
・事業案内文をFAXとメールにて送り、参加を促します。
・霧島ＪＣＬＩＮＥグループ・電話連絡等を使用して連絡を取り事業参加を促します。
・出欠返信の有無を確認し、出欠返信のない全会員に連絡を取り研修事業への参加を呼びかけます。





	４．
	決算・予算総額
	決算総額：
	￥７０，９２０－
	事業収支決算書へ

	
	
	予算総額：
	￥７２，０００－
	




	５．
	外部協力者・協力種別



	かごしま探検の会　　東川　隆太郎
一般社団法人霧島市学童クラブ支援センター　代表理事　池田　真由美



	６．
	引用著作物の有無
	無



	７．
	対外配布資料の有無
	有



	８．
	公益性の有無 
	有



	９．
	実施組織



	事業総括
	東井上　陽平　委員長　　　橋　正貴副理事長

	担当委員会
	未来にひっ跳べキッズスマイル委員会

	参加者の如何が次に生かすために。っ考えながら。報告書
	犬童　和也　副委員長
前田　大悟　
安満　良尊　
西迫　正裕　
竹原　真麻　
繁昌　雄一



	１０．
	事業目的達成の検証



	事業目的に達した点とその理由
【対外目的】子どもたちに夢と希望にむかって、強い信念をもつ大切さを伝えることのできる大人になることを目的とします。
（目的に達した点）
事業を通じて子どもたちに、夢と希望にむかうことの大切さを伝える大人になることが出来た。
理由　アンケート(3)今回の事業の内容を家族・友人に伝えたいと思いましたか？の割合が多かったため。
（目的に達しなかった点）
強い信念とは何かを明確に落とし込めなかった。
理由　対外参加者は信念ではなく、薩摩の教育について、学ぶ機会だと思っていたため。

　【対内目的】強い信念をもった笑顔溢れる子どもたちを育むことのできる大人になることを目的とします。
（目的に達した点）
・事業を通じて薩摩の教えや成し得たことを伝えることの必要性を学ぶことができた。
理由：アンケートから内容と薩摩の教え（薩摩の教えいるのか、対内目的とは）についてよく理解できた、理解できたが90％を超えていたため。
（目的に達しなかった点）
・薩摩の偉人の在り方がどのように信念をもった子どもたちの育成に繋がるのかを伝える事が出来なかった。
理由：アンケートから、教育についての回答は多かったが、それを信念だと結び付けて解答している方が居なかったため。


	



	１１．
	実施上の問題点と今後の対策

	
【出席】
工夫１：学童クラブの管理者・指導員へ案内を行います。
効果１：より効果的な学びの広がりが期待できます。
検証１：学童クラブ関連に対しての周知・広報が足りず参加頂く事ができませんでした。

工夫２：SNSを使用して広く案内とともに周知・募集します。
効果２：様々な対象者へ事業周知を行うことができます。
検証２：ＳＮＳを通じて広報することで広域からの参加者もいました。

工夫３：チラシの作成を行い、ＳＮＳ等で広報を行います。
効果３：チラシを見ることで事業イメージを伝えやすくなります。
検証３：チラシを作成することで案内文では伝えられない内容を伝えることが可能となったが広報計画が甘く促進にはつながりませんでした。

【事業】
工夫１：明治維新にスポットを当て事業を構築いたします。
効果１：明治維新１５０年の流れに乗り広く事業周知・広報を行うことができます。
検証１：明治維新に関連した事業として旬な事業となったが広報計画に問題がありました。

工夫２：幕末の薩摩の教えに触れることで、当時の教育に対しての正しい知識を習得することができます。
効果２：今後の子ども事業に繋げることができます。
検証２：当時の薩摩の教えや偉人たちの情報を学ぶことができたが伝え方までは見出すことができませんでした。

工夫３：講演が90分を予定しているのでトークセッションの間に休憩をはさみます。
効果３：休憩を入れることで事業に集中して参加することができます。
検証３：メリハリをつけて2部に入ることができました。

工夫４：トークセッションのプログラムを実施します。
効果４：話のポイントがぶれることを防止し、ポイントをしっかり伝えることができます。
検証４：アンケートでも2部への評価は高くポイントをしっかり伝えることができました。

【検証】
工夫１：アンケートにて学んだ内容を記載して頂く欄を設けます。
効果１：学んで欲しいことを記載することで、正しく学ぶことができたのか、しっかり伝えることができたのか把握できます。
検証１：様々な意見を頂戴することに繋げることができました。しかし、目的に関して薩摩の教えが信念に直接つながるという検証が出来ていなかったため、信念についての回答を得ることが出来なかった。

	実施上の問題点：
【参加促進について】

問題点①　講師調整のうえで日程設定を行ったが対内対外共に参加動員が乏しくなってしまった。
対 策　①　早期の計画立てを行う事で講師の日程押さえや広報に時間を使う事ができます。

問題点②　会員に対して事業の魅力や会員への意識付けを行う設えが足りませんでした。
対 策　②　会員に対して事業の目的、必要性をしっかり伝えることが不足していたため、各会員への目的を伝えたうえで、役割を依頼することで伝えたいことが明確になり意識付けができ、会員から共感頂ける事業になります。

問題点③　広報計画が甘く集客に繋げることができなかった。
対 策　③　広報の期間を長く設定する事は当然ながら計画段階でアポイントや誰がいくのかを明確にする必要があります。

問題点④　広報期間が短くなってしまった。
対 策　④　審議前に事前に会員間に案内をし、口頭でのＰＲが必要です。また、会員の協力をえるために目的と登録状況を細目に会員に伝える必要があります。

【事業】
問題点①　検証用の対外アンケートが分別されていませんでした。
対 策　①　事前の確認と周知をしっかりと行い準備することが必要です。

[bookmark: _GoBack]問題点②　シナリオ等の作成が遅れました。
対 策　②　計画のなかでシナリオや流れをしっかりと構築することでスムーズに事業を実施することができます。

問題点③　講師が多忙なため直接会って打ち合わせ時間をとることが出来ませんでした。
対 策　③　メールでのやりとりやＦＡＸ、電話などを使用して打ち合わせを入念に行う必要があります。

【予算上の問題点】
問題点①　講師依頼承諾書の返信に時間を要してしまいました。
対 策　①　計画をたてたうえで、打ち合わせ時に承諾書まで頂けるよう準備する必要があります。




	１２．
	次年度への引継ぎ事項



	
・日程を決める際は、早目の計画・依頼を行うことで最適な日時で事業を実施することができます。

・広報計画を立てたうえで、会員全体で周知・広報作業を行う工夫をしてください。

・会場が広い場合は、当日の人数に合わせて椅子出しを行う方が講師の方に失礼になりませんので検討ください。

・講師の先生と会う時間が取れない際はメール等でやりとりの記録を委員会等で共有する必要があります。

・広報は対象を絞る事も必要であるが広く周知する手法も同時に行うようにしてください。

・広報計画は、どこにだれが配布するのかまで書面で作成してください。

・目的に沿ったアンケートを作るようにしてください。

・広報期間が短くなった場合は審議前でも会員間に案内をし、会員が窓口となってＰＲできるようにしてください。

・講師の想いが強すぎると講演中に本会の意図しない話をする可能性が有ります。講演中に触れてほしくないことはリストアップし、打ち合わせの段階で話の流れと結末をどの方向にもっていくかを話あう必要があります。




	１３．
	議長・委員長所見



	　広報に関して、余裕をもった広報期間は勿論ですが、審議前でも口頭で説明を行い、対内外問わず、参加の約束を取り付ける必要があります。設えを当日の朝から行うことで、多少の変更点にも対応でき早期に準備が完了しました。講演内容として、薩摩の偉人たちの歴史を学ぶ機会としては最適でしたが、偉人たちの個別の信念と呼べるものに踏み込んだ内容ではありませんでした。しかし、トークセッションでは東川先生の歴史的な知見や、池田様の現場的な意見を交えた内容で皆の共感を得やすいような内容でした。参加者の意見等を聞くと学びの機会になったという意見が多く、集客や出席率向上に対し真摯に向き合わなかったことが悔やまれます、また、当事業を通じて本当に伝えたかったことが明確になっておらず、ただの勉強会になってしまったことを反省し、次回以降の事業に活かしたいと考えます。
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●電子資料　〔ご覧になる際は、資料名をクリックしてください〕※審議対象資料を添付する
	
	電　　　子　　　資　　料　　名

	1
	


●配布資料・回覧資料※理事会等での配布資料を添付する
	　
	種　別
	資　　料　　名　　内　　容

	1
	配布・回覧
	

	2
	配布・回覧
	

	3
	配布・回覧
	

	4
	配布・回覧
	

	5
	配布・回覧
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[bookmark: _Hlk524723414]
	●
	第８回正副理事長会議
	　
	●
	開催日
	2018年
	８月
	１４.日
	（火曜日） 
	協議



	意見１：
	配布リストを添付してください。どこにどれだけ配ったのかを添付してください。

	対応１：
	配布リストを添付しました。　配布リスト　報告

	意見２：
	問題点や引き継ぎに広報に対する記載をより明確に行ってください。

	対応２：
	広報面を再度見直項目を追加しました。

	意見３：
	外部参加者のリストを添付してください。年齢層や出身地などを参考で残してください。

	対応３：
	添付しました。　　外部参加者リスト

	意見４：
	アンケートの漏れがないか確認してください。

	対応４：
	アンケートのPDFを添付しました。

	意見５：
	第１１項は、工夫と効果に対する検証をしてください。信念に関してどこからきたのか？

	対応５：
	工夫に対する検証へと修正しました。

	意見６：
	伊佐市からの部分は広域からの参加が等で記載してください

	対応６：
	修正しました。

	意見７：
	決算書の体裁を整えてください。

	対応７：
	決算書を見直し修正しました。



	[bookmark: _Hlk525674777]●
	第８回理事会
	　
	●
	開催日
	2018年
	８月
	２８日
	（火曜日） 
	協議



	意見１：
	広報、集客（対内、対外）に関してもっと突き詰めて次につなげてください。
補足：対内参加率がどうしてわるかったのか？対外は学童クラブ関係が何名いたのか？学童クラブがダメだったのか、広報の仕方がいけなかったのか。

	対応１：
	広報について追記しました。

	意見２：
	目的に対する検証並びに工夫と効果の検証に関しては目的や工夫に対しての検証をしてください。

	対応２：
	検証に関しての記載を変更しました。

	意見３：
	アンケートの意見はすべて集計できていますか？改めて確認をお願いします。

	対応３：
	アンケートをすべて文字起こししました。



	●
	第９回正副理事長会議
	　
	●
	開催日
	2018年
	９月
	１１.日
	（火曜日） 
	協議



	意見１：
	広報の問題面をもっと追及して下さい。

	対応１：
	実施上の問題点に記載しました。

	意見２：
	広報期間が短くなることを前提として企画した場合の対策を記載してください。今後の参考に。

	対応２：
	次年度への引継ぎ事項に記載しました。

	意見３：
	講師があっていたのかスピーカーとして最適だったのか。打ち合わせ段階で詰めるべきところを記載。

	対応３：
	次年度への引継ぎ事項に記載しました。

	意見４：
	講演時は録音、録画等があっても良いのでは？引継ぎを検討してください。

	対応４：
	検討しましたが、映像に残すことは参加率の低下につながる可能性を加味して引継ぎは行いません。

	意見５：
	アンケートがすべてではない。当日の雰囲気、感想などで検証してください。

	対応５：
	１０．事業目的の達成検証を変更しました。

	意見６：
	文字のフォント・大きさを統一してください。

	対応６：
	文字のフォント・大きさを統一しました。

	意見７：
	決算書と領収書の日付の整合性をとってください。

	対応７：
	決算書内の現金出納帳の日付を変更しました。



	●
	第９回理事会
	　
	●
	開催日
	2018年
	９月
	２５日
	（火曜日） 
	協議



	意見１：
	文章全体の半角英数字全角英数字の統一をしてください。

	対応１：
	文字フォントを統一しました。

	意見２：
	実施上の問題点は原因まで記載するようにしてください。

	対応２：
	実施上の問題点に原因を加筆しました。

	
	

	
	





	
	事業計画　・　予算
	
	事業報告　・　決算

	
	回数
	諸会議名
	開催日時
	議事
	
	回数
	諸会議名
	開催日時
	議事

	●
	第３回
	正副理事長会議
	２０１８年３月１３日
	協議
	●
	第８回
	正副理事長会議
	２０１８年８月１４日
	協議

	●
	第３回
	理事会
	２０１８年３月２７日
	協議
	●
	第８回
	理事会
	２０１８年８月２８日
	協議

	●
	第４回
	正副理事長会議
	２０１８年４月１０日
	協議
	●
	第９回
	正副理事長会議
	２０１８年９月１１日
	協議

	●
	第４回
	理事会
	２０１８年４月２４日
	協議
	●
	第９回
	理事会
	２０１８年９月２５日
	審議

	●
	第５回
	正副理事長会議
	２０１８年５月１５日
	協議
	●
	
	
	
	

	●
	第６回
	正副理事長会議
	２０１８年６月１２日
	協議
	
	
	
	
	

	●
	第６回
	正副理事長会議
	２０１８年６月２６日
	審議
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